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十
一
月
十

五
日
に
役
職

員
及
び
協
力

業
者
参
加
の

下
、
平
成
二

十
八
年
度
増

田
組
安
全
衛

生
大
会
を
行

い
ま
し
た
。

冒
頭
、
参
加
者
全
員
で
経
営
理
念
を

唱
和
し
、
そ
の
後
、
社
長
や
増
田
総

括
安
全
衛
生
責
任
者
よ
り
安
全
を
中

心
に
前
期
の
反
省
や
今
後
の
目
標
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

大
会
中
、
恒
例
行
事
と
な
っ
た
社

員
や
協
力
業
者
か
ら
応
募
い
た
だ
い

た
安
全
標
語
の
最
優
秀
賞
一
点
、
優

秀
賞
二
点
の
表
彰
も
合
わ
せ
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
社
長
か
ら
表
彰
に
伴

い
「
毎
年
五
十
点
ほ
ど
の
安
全
標
語

を
応
募
し
て
い
た
だ
い
て
感
謝
し
ま

す
。
い
づ
れ
も
甲
乙
つ
け
が
た
い
作

品
ば
か
り
で
優
劣
を
つ
け
る
こ
と
が

大
変
で
あ
っ
た
」
と
の
コ
メ
ン
ト
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

十
二
月
一
日
よ
り
一
月
十
五
日
ま

で
『
建
設
業
年
末
年
始
労
働
災
害
防

止
強
調
期
間
』
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
合
わ
せ
て
十
二
月
十
五
日
か
ら

三
十
一
日
ま
で
『
年
末
の
交
通
安
全

県
民
運
動
』
も
始
ま
り
ま
す
。
特
に

年
末
は
気
持
ち
の
焦
り
に
よ
る
事
故

災
害
が
多
発
す
る
時
期
で
も
あ
り
ま

す
。
安
全
衛
生
大
会
を
契
機
に
一
人

ひ
と
り
が
安
全
作
業
、
交
通
安
全
に

心
が
け「
絶
対
災
害
を
起
こ
さ
な
い
」

こ
と
を
誓
い
大
会
を
閉
じ
ま
し
た
。

大
会
後
、
御
前
崎
市
健
康
づ
く
り

課
の
荒
浪
聡
子
さ
ん
を
講
師
に
お
招

き
し『
健
康
な
体
づ
く
り
の
た
め
に
』

と
題
し
た
記
念
講
話
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

 【
講
話
内
容
の
紹
介
】 

生
活
習
慣

・
朝
食
は
必
ず
と
る

・
寝
る
前
は
、
少
な
く
と

も
二
時
間
以
上
食
べ
な

い
よ
う
に
す
る

（
夕
食
後
の
間
食
は
脂

肪
に
な
る
）

・
バ
ラ
ン
ス
よ
く
と
る

飲
酒

・
一
日
の
適
量　

　

ビ
ー
ル　

五
〇
〇
ml

　

日
本
酒　

一
合

　

焼　

酎　

一
〇
〇
ml

一
週
間
に
二
日
休
肝
日

を
つ
く
る

休
養
・
喫
煙

・
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い

・
タ
バ
コ
を
吸
わ
な
い
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本
年
度
も
、
建
設
業
年
末
年
始
労
働

災
害
防
止
強
調
期
間
が
展
開
さ
れ
ま

す
。
工
事
も
ほ
と
ん
ど
の
現
場
が
着
工

し
、
完
成
に
向
け
て
現
場
が
慌
た
だ
し

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
年
末
年
始
は
、

限
ら
れ
た
工
期
の
中
、
気
が
焦
る
こ
と

も
多
い
で
す
し
、
正
月
を
挟
み
、
年
始

は
気
の
緩
み
が
生
じ
や
す
い
で
す
。

今
一
度
、
初
心
に
帰
り
、
安
全
作
業

で
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。
現
場
の
安
全

も
そ
う
で
す
が
、
作
業
員
、
一
人
ひ
と

り
の
体
調
も
気
に
か
け
、
全
員
が
気
持

ち
よ
く
お
正
月
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

平
成
二
十
八
年
建
設
業
に
お
け

る
死
亡
発
生
状
況
（
一
月
～
八

月
）建

設
業
の
死
亡
災
害
発
生
状

況
は
、
百
五
十
五
人
と
（
対
前

年
比
四
十
二
人
減
）
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
全
産
業
で
み
ま
す

と
、
建
設
業
の
死
亡
災
害
は
全

体
の
三
割
を
超
え
て
い
ま
す
。

建
設
業
に
お
け
る
死
亡
災
害
業
種
種

別
発
生
状
況
は
、
墜
落
・
転
落
災
害
が
、

例
年
同
様
一
番
多
い
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。
五
十
％
近
く
が
墜
落
・
転
落
災

害
で
す
。
現
場
で
は
、
安
全
施
設
の
確

実
な
設
置
を
実
施
し
、一
人
ひ
と
り
は
、

不
安
全
行
動
の
無
い
よ
う
作
業
中
は
集

中
し
、
休
憩
時
間
は
、
し
っ
か
り
休
憩

を
と
り
メ
リ
ハ
リ
を
持
っ
て
作
業
し
ま

し
ょ
う
。

今
年
も
残
り
僅
か
で
す
。
良
い
一
年

で
締
め
く
く
り
ま
し
ょ
う
。

 

重 

点 

実 

施 

高
齢
者
と
子
供
の
交
通
事
故
防
止

冬
休
み
に
入
る
学
生
も
多
く
な
り
ま

す
。
お
も
い
や
り
運
転
に
心
が
け
、
交

差
点
等
見
通
し
の
悪
い
場
所
で
は
徐
行

す
る
な
ど
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

夕
暮
れ
時
か
ら
夜
間
の
交
通
事
故
防
止

当
社
で
も
、
十
六
時
以
降
は
、
ラ
イ

ト
オ
ン
を
実
施
す
る
よ
う
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。
早
め
の
ラ
イ
ト
オ
ン
で
未
然

に
事
故
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

飲
酒
運
転
の
根
絶

年
末
年
始
は
、
お
酒
を
飲
む
機
会
が

多
く
な
り
ま
す
。
飲
み
す
ぎ
て
、
朝
の

通
勤
時
等
ま
で
お
酒
が
残
り
、
飲
酒
運

転
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
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は
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー

ス
だ
け
で
な
く
ト

マ
ト
ア
イ
ス
、
夏

に
は
自
家
製
メ
ロ

ン
の
メ
ロ
ン
パ

フ
ェ
や
農
家
仲
間

の
農
産
物
を
使
っ

た
そ
の
季
節
の

ジ
ュ
ー
ス
や
ス

ム
ー
ジ
ー
な
ど
あ

り
ま
し
た
。
山
下

メ
ロ
ン
園
も
ど
う
や
っ
た
ら
老
若
男
女

た
く
さ
ん
の
人
に
味
を
知
っ
て
い
た
だ

け
る
か
、
川
村
農
園
カ
フ
ェ
さ
ん
の
取

り
組
み
を
参
考
に
し
な
が
ら
い
け
た
ら

な
と
思
い
ま
す
。

❖
ア
ロ
ー
マ
静
南
　
秋
作
品
評

会
結
果
❖

十
一
月
十
八
日
に
行
わ
れ
た
ア
ロ
ー

マ
静
南
秋
作
品
評
会
で
す
が
、
三
等
一

席
に
入
賞
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

こ
れ
で
春
作
、
県
品
評
会
、
夏
作
、
そ

し
て
秋
作
と
連
続
入
賞
す
る
こ
と
が
出

来
て
い
る
の
で
今
後
も
挑
み
続
け
た
い

と
思
い
ま
す
。

皆
様
が
平
成
二
十
九
年
を
ハ
ッ
ピ
ー

で
過
ご
せ
ま
す
よ
う
に
。

こ
ん
に
ち
は
。
朝
晩
が
冷
え
た
り
し

た
か
と
思
え
ば
、
日
中
は
シ
ャ
ツ
一
枚

で
過
ご
せ
た
り
し
て
服
装
選
び
が
難

し
い
で
す
。
皆
様
は
体
調
な
ど
崩
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
？
今
年
も

残
り
一
ヵ
月
程
と
な
り
ま
し
た
が
、
健

康
で
新
年
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
し

た
い
で
す
ね
。

❖
農
家
民
宿
と
農
家
カ
フ
ェ
❖

先
日
、
県
青
年
農
業
士
の
中
遠
支
部

の
視
察
研
修
が
あ
り
、
と
も
に
清
水
区

に
あ
り
ま
す
農
家
民
宿
「
ゆ
る
り
」
さ

ん
と
、
川
村
農
園
カ
フ
ェ
さ
ん
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。

ま
ず
清
水
区
小
河
内
に
あ
る
「
ゆ
る

り
」
さ
ん
で
は
夫
婦
で
農
業
を
や
ら

れ
て
い
て
、
山
間
地
と
い
う
立
地
を
生

か
し
て
そ
の
良
さ
を
伝
え
た
い
と
い

う
事
で
農
家
民
宿
を
始
め
た
そ
う
で

す
。
お
客
様
は
農
業
体
験
を
し
な
が
ら

古
民
家
で
宿
泊
で
き
、
採
れ
た
て
の
自

家
製
野
菜
な
ど
を
使
っ
た
料
理
を
頂

け
る
と
い
う
事
で
都
会
に
住
ん
で
い

る
方
や
、
海
外
の
方
ま
で
幅
広
い
お
客

様
が
来
ら
れ
る
そ
う
で
す
。
新
東
名
新

清
水
IC
か
ら
車
で
五
分
な
の
で
車
で
来

る
方
が
ほ
と
ん
ど
だ
そ
う
で
す
。
御
前

崎
市
で
も
古
民
家
を
利
用
し
て
こ
ん
な

取
り
組
み
が
出
来
た
ら
な
と
思
い
ま
し

た
。二

件
目
は
清
水
区
三
保
に
あ
る
川
村

農
園
カ
フ
ェ
さ
ん
へ
行
っ
て
き
ま
し

た
。
川
村
農
園
さ
ん
は
ト
マ
ト
農
家
の

十
二
代
目
で
六
年
前
か
ら
自
宅
で
奥
様

と
フ
レ
ッ
シ
ュ
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
を
売

る
カ
フ
ェ
を
始
め
、
お
客
様
の
要
望
に

よ
り
直
売
所
も
そ
こ
で
始
め
た
そ
う
で

す
。
午
前
中
は
ト
マ
ト
管
理
と
収
穫
を

し
、
午
後
か
ら
カ
フ
ェ
と
直
売
所
を
営

業
す
る
と
い
う
生
産
面
と
販
売
面
が
最

高
の
形
で
融
合
し
て
い
る
な
と
、
と
て

も
感
心
し
ま
し
た
。
営
業
時
間
は
カ

フ
ェ
が
土
日
祝
の
午
後
一
時
か
ら
六
時

く
ら
い
ま
で
、
直
売
所
は
毎
日
一
時
か

ら
六
時
く
ら
い
ま
で
で
す
。
メ
ニ
ュ
ー

日
本
一
を

　
　  

目
指
し
て

山
下
メ
ロ
ン
園
　
山
下 

剛

十
二
月
三
日
は
、「
カ
レ
ン
ダ
ー
の

日
」
と
い
う
こ
と
で
、
昭
和
六
十
三
年

に
カ
レ
ン
ダ
ー
の
業
界
団
体
に
よ
っ
て

制
定
さ
れ
ま
し
た
。
な
ぜ
、
十
二
月
三

日
に
な
っ
た
の
か
と
言
い
ま
す
と
、
今

の
暦
は
、
太
陽
暦
と
言
っ
て
、
地
球
が

太
陽
の
周
り
を
回
る
周
期
を
基
に
作
ら

れ
た
暦
で
す
。
日
本
で
太
陽
暦
を
採
用

し
た
の
が
、明
治
五
年
十
二
月
三
日
だ
っ

た
の
が
記
念
日
の
由
来
と
の
こ
と
で
す
。

そ
れ
ま
で
の
日
本
は
、
太
陰
太
陽
暦
を

採
用
し
て
お
り
、
太
陰
暦
を
基
に
し
な

が
ら
、
太
陽
の
動
き
に
よ
っ
て
閏
月
を

入
れ
、
月
日
を
定
め
て
い
ま
し
た
。

今
年
も
残
り
一
ヵ
月
と
な
り
ま
し

た
。
時
間
は
、
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ

て
し
ま
い
ま

す
。
や
り
残
し

た
こ
と
は
来
年

に
回
さ
ず
、
や

り
き
っ
て
し
ま

い
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
良
い

年
を
迎
え
ま

し
ょ
う
。 今

日
は

何
の
日
？

※
次
回
投
稿
記
事
は
お
休
み
で
す
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（4）

行
事
記
録
（
10
27

〜
11
26

）

10
28	

自
民
党
静
岡
県
支
部
党
員
・
党
友
の
集
い
・
浜
松

	

シ
ー
テ
ッ
ク
安
全
衛
生
協
議
会

10
29	

第
五
回
東
海
工
業
専
門
学
校
校
友
会
静
岡
支
部
総
会
・
懇
親
会
・
静
岡

10
31	

中
部
地
方
整
備
局
受
発
注
者
合
同
説
明
会
・
静
岡

	

藪
田
宏
行
静
岡
県
議
会
副
議
長
就
任
を
祝
う
会
・
掛
川

11
2	

か
け
し
ん
経
営
者
協
議
会
青
年
部
第
四
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
及
び
懇
親
会

11
4	

御
前
崎
市
建
設
業
組
合
役
員
会

11
9	

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
実
務
研
修

11
11	

第
三
回
土
木
部
会
・
第
六
回
袋
井
地
区
代
議
員
会
合
同
会
議
・
袋
井

11
12	

第
二
回
小
さ
な
親
切
運
動

11
15	

安
全
衛
生
大
会

11
16	

平
成
二
十
八
年
度
第
一
回
年
金
委
員
研
修
会

11
18	

御
前
崎
市
商
工
会
理
事
会

	

年
末
調
整
説
明
会
・
菊
川

11
19	

第
八
十
二
回
Ｃ
Ｈ
あ
す
な
ろ
会
親
善
ゴ
ル
フ
大
会

11
22	

菊
川
地
区
安
全
運
転
管
理
協
会
事
業
主
研
修
会
及
び
秋
の
表
彰
式

	

シ
ー
テ
ッ
ク
安
全
衛
生
協
議
会

	

特
定
自
主
検
査
セ
ミ
ナ
ー
・
浜
松

11
24	

平
成
二
十
八
年
度
静
岡
県
年
金
委
員
大
会
・
年
金
委
員
研
修
会
・
静
岡

11
25	

内
外
情
勢
調
査
会
中
東
遠
支
部
懇
談
会
・
掛
川

	

御
前
崎
市
建
設
業
組
合
地
域
貢
献
活
動

行
事
予
定
（
11
27

〜
12
26

）

11
27	

第
十
二
回
御
前
崎
市
大
産
業
ま
つ
り

11
28	

若
手
社
員
育
成
セ
ミ
ナ
ー

12
1	

御
前
崎
市
建
設
業
組
合
忘
年
会

12
2	

平
成
二
十
八
年
度
建
設
業
の
適
正
取
引
に
関
す
る
講
習
会
・
静
岡

菊
川
地
区
安
全
運
転
管
理
協
会
よ
り

会
長
表
彰　

梅
田　

亘

二
年
間
に
わ
た
り
風
紋
編
集
委
員
と

し
て
社
内
報
の
作
成
に
携
わ
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
の
中
で
も
皆
様
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
え
る
話
題
作
り
や
文
面
の

作
成
に
苦
労
し
ま
し
た
。
特
に
記
事
の

文
面
を
考
え
て
い
く
中
で
、
他
人
に
見

て
も
ら
う
た
め
の
文
章
を
考
え
る
難
し

さ
を
実
感
し
、
ま
た
寄
稿
し
て
頂
い
た

文
章
を
校
正
す
る
判
断
も
難
し
か
っ
た

で
す
。

再
び
見
る
側
と
し
て
、
今
後
の
社
内

報
に
期
待
し
て
い
き
た
い
で
す
。

十
一
月
十
二
日
、
小
さ
な
親
切
運
動

が
実
施
さ
れ
、
当
社
か
ら
も
四
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
静
岡
銀
行
か

ら
御
前
崎
市
役
所
の
池
新
田
中
央
線
沿

い
の
ゴ
ミ
拾
い
を
実
施
し
ま
し
た
が
、

た
ば
こ
の
吸
い
殻

が
た
く
さ
ん
落
ち

て
い
ま
し
た
。
喫

煙
者
一
人
ひ
と
り

が
意
識
し
て
行
動

し
ま
し
ょ
う
。

小
さ
な
親
切
運
動

表
　彰

十
一
月
二
十
二
日
、
市
道
２
０
９
号
線

改
良
舗
装
工
事
の
現
場
に
て
社
長
他
安

全
委
員
が
朝
礼
に
出
席
し
、
実
施
し
ま

し
た
。
社
長
よ
り
、
交
通
量
の
多
い
現
場

で
す
の
で
、
第
三
者
災

害
が
起
き
な
い
よ
う
十

分
注
意
し
て
加
害
者
に

も
被
害
者
に
も
な
ら
な

い
よ
う
現
場
を
進
め
て

い
く
よ
う
に
と
お
話
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。

現
場
督
励

12月安全努力目標
年度安全標語〈みんなで決意　みんなで努力前進させよう職場の安全〉
平成２８年度 建設業年末年始労働災害防止強調期間〈12/1～ 1/15〉
平成２８年年末の交通安全県民運動〈12/15～ 12/31〉
作業安全

・高所での安全帯の適正使用 
・足場上に不要物を置かない 
交通安全

・16 時よりライトオン実践 
環境目標

・古紙の再利用に努めましょう

風
紋
編
集
委
員
を
終
え
て

私たちが 　　風紋編集委員です

梅
田　

亘

八
木
広
行

内
田
和
憲

今号より風紋編集委員に
就任しました。読んでいた
だいている皆様に楽しみに
していただけるような風紋
を制作していけるように頑
張っていきますのでよろし
くお願いします。

今回から風紋編集委員に
なりました内田です。わか
らない事が多いですが、読
みやすい風紋を作っていき
たいと思いますのでよろし
くお願いします。

新


